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鶴原製薬株式会社  

 
ラクデーン錠 25mg 使用上の注意改訂のお知らせ 

 
拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるラクデーン錠 25mg の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
 

◆「（３）副作用の２）併用注意」の項を下記のとおり改訂致します。（下線部追加箇所） 
改     訂     後 改     訂     前 

（３）相互作用 

２）併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

降圧剤 
ACE阻害剤、カル
シウム拮抗剤、β
－遮断剤、利尿降
圧剤等 

降圧作用を増強する
ことがあるので、用量
を調節するなど注意
する。 

これらの薬剤と本剤の
相加・相乗作用 

カリウム製剤 
塩化カリウム、グ
ルコン酸カリウ
ム、アスパラギン
酸カリウム 等 

ACE 阻害剤 
カプトプリル、エナラ
プリル、リシノプリル
等 

アンジオテンシン II
受容体拮抗剤 
ロサルタンカリウム、
カンデサルタンシレキ
セチル、バルサルタン
等 

アリスキレン 
カリウム保持性利
尿剤 
トリアムテレン、
カンレノ酸カリウム 

シクロスポリン 
ドロスピレノン 

高カリウム血症を誘
発することがあるの
で、血清カリウム値を
観察するなど十分注
意する。 

これらの薬剤と本剤の
相加・相乗作用による血
清カリウム値の上昇。
危険因子：腎障害患者、
高齢者 

ノルアドレナリン ノルアドレナリンの
血管反応性を低下さ
せるとの報告がある。 

本剤が心血管反応性を
低下させる機序は完全
には解明されていない。
危険因子：麻酔施行患者

乳酸ナトリウム 乳酸ナトリウムのア
ルカリ化作用を減弱
することがある。 

本剤により高カリウム
性アシドーシスが惹起
され、乳酸ナトリウムの
アルカリ化作用と拮抗
する可能性がある。 

塩化アンモニウム 
コレスチラミン 

代謝性アシドーシスを
来すとの報告がある。 

これらの薬剤と本剤の
相加・相乗作用 

ジゴキシン 
メチルジゴキシン 

血中ジゴキシン及び
メチルジゴキシン濃
度が上昇することが
ある。 

本剤がジゴキシン及びメ
チルジゴキシンの腎から
の排泄を低下させるた
め、血中ジゴキシン及び
メチルジゴキシン濃度
を上昇させることがある。

ジギトキシン ジギトキシンの作用
を増強又は減弱する
おそれがあるので、併
用する場合にはジギ
トキシンの血中濃度
の測定を行うなど、観
察を十分に行い慎重
に投与すること。 

本剤の肝酵素誘導によ
りジギトキシンの血中
濃度半減期が短縮する
と考えられる報告があ
る。また、機序は不明で
あるが、ジギトキシンの
血中濃度半減期が延長
したとの報告がある。 

 

（３）相互作用 

２）併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

降圧剤 
ACE阻害剤、カル
シウム拮抗剤、β
－遮断剤、利尿降
圧剤等 

降圧作用を増強する
ことがあるので、用量
を調節するなど注意
する。 

これらの薬剤と本剤の
相加・相乗作用 

カリウム製剤 
塩化カリウム、グ
ルコン酸カリウ
ム、アスパラギン
酸カリウム 等 

ACE 阻害剤 
カプトプリル、エナラ
プリル、リシノプリル
等 

アンジオテンシン II
受容体拮抗剤 
ロサルタンカリウム、
カンデサルタンシレキ
セチル、バルサルタン
等 

アリスキレン 
カリウム保持性利
尿剤 
トリアムテレン、
カンレノ酸カリウム

シクロスポリン 

高カリウム血症を誘
発することがあるの
で、血清カリウム値を
観察するなど十分注
意する。 

これらの薬剤と本剤の
相加・相乗作用による血
清カリウム値の上昇。
危険因子：腎障害患者、
高齢者 

ノルアドレナリン ノルアドレナリンの
血管反応性を低下さ
せるとの報告がある。 

本剤が心血管反応性を
低下させる機序は完全
には解明されていない。
危険因子：麻酔施行患者

乳酸ナトリウム 乳酸ナトリウムのア
ルカリ化作用を減弱
することがある。 

本剤により高カリウム
性アシドーシスが惹起
され、乳酸ナトリウムの
アルカリ化作用と拮抗
する可能性がある。 

塩化アンモニウム 
コレスチラミン 

代謝性アシドーシスを
来すとの報告がある。 

これらの薬剤と本剤の
相加・相乗作用 

ジゴキシン 
メチルジゴキシン 

血中ジゴキシン及び
メチルジゴキシン濃
度が上昇することが
ある。 

本剤がジゴキシン及びメ
チルジゴキシンの腎から
の排泄を低下させるた
め、血中ジゴキシン及び
メチルジゴキシン濃度
を上昇させることがある。

ジギトキシン ジギトキシンの作用
を増強又は減弱する
おそれがあるので、併
用する場合にはジギ
トキシンの血中濃度
の測定を行うなど、観
察を十分に行い慎重
に投与すること。 

本剤の肝酵素誘導によ
りジギトキシンの血中
濃度半減期が短縮する
と考えられる報告があ
る。また、機序は不明で
あるが、ジギトキシンの
血中濃度半減期が延長
したとの報告がある。 

  
以 上 


